

第1章 「眼鏡市場」の発足と進展
1－1　突然、告げられた社長交代
　「少し早いが、メガネトップに入社してくれ」父である冨澤昌三の声が掛かり、2005年1月、私はメガネトップに入社することになる。1981年2月生まれなので、23歳の頃である。前年2004年にメガネトップの業績が赤字に落ち込んだため、冨澤昌三が再び営業本部長を兼任し現場指揮を執っていた頃になる。当時、大学を卒業して広告代理店で働いていた冨澤は、父親が社長とはいえ、メガネ業界のことは何も知らないのですからゼロからのスタートであったと言われている。
　最初に経営企画部で会社のことを学び、翌年の2006年4月からは子会社のフィットミーの代表取締役社長を務め経営者として経験を積んだであると考えられる。同年7月からは、「メガネトップ」の営業本部副本部長として「眼鏡市場」の立ち上げに関わると言われている。以降、2007年6月からは常務取締役として「眼鏡市場」の成長と拡大、そして社内のマネジメントを担ってきたと言われている。すでに述べたように、2007年から2008年にかけての一年間で319店舗を出店した「眼鏡市場」は、お客様にはたいへん喜ばれていたものの、従業員は過酷なスケジュールと人員不足が相まって疲弊していたのである。そのためか、離職する従業員の増加が経営課題として取りざたされるようになる。その一方で、会社設立から28年を経て、従業員の声を経営に反映する目的をもった労働組合を発足すると考えられる。その後も労務環境の改善を図りながら、2008年度の業績は、年間売上高でメガネ業界2位までに成長したと言われている。
1－2　社員のおかげで社長がいることを自覚
　会長は、二人で話しているときには、親子ですから親愛の情もありますし、ふざけた話をするような気さくな面もある。しかし、仕事に対して真摯で厳しいこと、高いハードルを越えることを常に求める姿勢、創業者というカリスマ性があることで、従業員からすると近寄りがたい存在になるのであろうが、その声が聞こえなくなることは憂慮すべきでしたし、そこは私が手助けできる部分である。会社経営者だ、社長だ、なんていったところで、従業員が一人もいなかったとしたら、売上は一銭も上がらないと考えられる。社長が社長でいられるのは、数多くの従業員の方々が、自分の持ち場を守ってしっかりと働いているからである。ですから、従業員の方々に心の底から感謝していますし、その気持ちをきちんと伝えるよう努めていき、その繰り返しによって社内で問題が起きたときには、冨澤に相談していただける関係性が築けたのだと考えている。
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